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活動場所：越路町塚野山牛の首にある「ホタル用水路」 
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○活動を始めた経緯  

越路町ではホタルの「るんるん」を町のキャラクターに使用し、町全体でホタルの保護に

努めている。塚山中学校付近の『牛の首』にも多くのホタルが生息し、６月中旬から８月上

旬まで暗くなると鮮やかな光を放ち、ホタルの町越路の「ベストポイント」の一つになって

いる。 

平成１２年度に塚山中学校付近の『牛の首』は、水田の区画整理工事が行われ、ホタル用

水路に汚れた水が流れ込むことが心配された。水路はホタルのえさとなるカワニナの生息地

になっていたが、工事が水質にどのような影響を及ぼすのか問題意識を持った。 

塚山中学校科学部水質班では過去数年間、その『牛の首』にある「ホタル用水路」の水質

調査を実施してきたが、１５年度も、継続して水質を調べることによって「ホタル用水路」

の水質環境を調査し、『牛の首』のホタル保護に役立てるために研究を実施した。 

 
○活動結果 

長年の水質調査によって塚山中学校の生徒の中に、ホタルの保護とホタル用水路の環境保

全に対する意識が培われてきている。このような流れの中で、今年度は、積極的に水質を高

めていくことを目的に、生徒会を中心に、ホタル用水路清掃ボランティアの実施を計画した。

町ホタルの会の協力を得、５月以来、毎月１回継続的に清掃活動を行っている。 
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